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汚染土壌対策に起因する築地市場
の豊洲への移転延期問題，本 5 月号
の編集後記として記しておきます
が，数か月，数年後に本誌を読み返
した時，この問題はどのように解決
されているでしょうか？

5 月号は，「解体とリサイクル，
廃棄物処理」を特集テーマに建築・
土木構造物の解体，建設廃材のリサ
イクルに関する技術，工法を紹介す
ると共に，廃棄物の処理技術，さら
に，東日本大震災に伴い国民が直面
することとなった放射性廃棄物や，

（豊洲問題で認識が高まった）汚染
土壌対策などについて紹介させてい
ただきました。

巻頭言は環境地盤工学研究所の嘉
門理事長にお願いしました。建設系
廃棄物が現場の外に出た後，どのよ
うに処理されているのかという実態
はあまり知られていないように思い
ます。しかしながら，廃棄物が適正
に処理されなければ環境劣化や再整
備もできないはずです。そのために

は建設・土木・機械の技術ならびに
行政が，廃棄物の処理，リサイクル
に積極的に取り組み，発展して行か
なければならないこと，業界への
エールを頂いたような気持ちです。

余談ですが，「イタリア人は，自
分で出したゴミも処理出来ないの
に，放射性廃棄物の処理なんて出来
る訳がない。だから，原発には手を
出さない」とテレビのインタビュー
でイタリア婦人が答えていたのを覚
えています。イタリア人と日本人の
気質の違いを皮肉って言ったもので
しょうが，イタリアと同様に資源の
少ない日本が，解体・リサイクル技
術や，廃棄物の処理技術で，環境創
生や，復興に取り組む姿勢を賞賛さ
れたものと思いました。今回の特集
を担当し，このような機関誌で，こ
れらの技術を紹介し，将来の積極的
な取り組みに生かしていくことの重
要性を再認識した次第です。

最後になりますが，お忙しいなか
快く執筆・ご寄稿をいただきました
関係者の皆様に心より御礼を申し上
げます。  （上田・竹田）

6 月号「都市環境，都市基盤整備，自然再生等特集」予告
・整備新幹線の軌道・電気工事用機械　・地下水流動を妨げずに事業継続できる汚染地下水の拡
散防止技術　・硬質粘土塊を対象とした自然由来砒素の浄化技術　・微生物を利用した水銀汚染
土壌の浄化技術　・小規模閉鎖性水域に礫間接接触酸化槽と植生浮島を適用した水質浄化事例
・集中豪雨時の道路冠水対策・河川氾濫対策 樹脂製雨水貯留浸透槽の道路下への適用　・多発す
る集中豪雨に対応した高機能雨水貯留施設の開発　・建設工事における生物多様性保全および環
境創造技術　・敷地の潜在的な力を引き出す自然再生による「六花の森」プロジェクト　・湘南
港人工タイドプールの生態学的評価　・転炉系製鋼スラグ資材を用いた海域環境造成技術の開発
・樹木対応型壁面緑化システムの開発　・時代の建層
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